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　令和６年度の予算が成立しました。令和６年度は「健幸のまちづくりの推進」、「子育て支援・教育・
福祉の推進」、「産業・経済の活性化」、「地域活性化と生活基盤の整備」、「持続可能な未来の創造」の５
つを重点的・戦略的に推進する施策として編成しました。
　今月号では、令和６年度の「健幸こばやし！未来創造予算」の概要と主な事業を施策別に紹介します。

小野湖にカヌー競技場を整備

　令和９年度に宮崎県で開催
予定の国民スポーツ大会で、
本市を会場とするカヌー（ス
プリント）競技のための競技
場を小野湖に整備します（令
和８年度完成予定） 。

　総合運動公園に既にある施設と新しく整備する健幸のま
ちづくり拠点施設（複合型体育館）が一体となり、市民の
活気に満ち溢れる場所となるよう、各施設を「散歩道・遊
歩道」でつなぎ、人の流れや交流機会が創出されることを
基本としました。

基本設計概要

新しい体育館の事業スケジュール
Ｒ５年12月～Ｒ６年９月

実施設計

詳細な仕様を決定

Ｒ６年10月～Ｒ８年３月

工事

本体建設工事
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ふ

（国スポ・障スポ推進室）……7513 万円新

健幸のまちづくりの推進

子育て支援・教育・福祉の推進

　全ての妊産婦、子育て世帯、こどもの包括的な相談支援
を行う「こども家庭センター」を設置します。

こども家庭センターを設置
新 （こども課）……954 万円

（こども課）

（農業振興課） （商工観光課）

（商工観光課）
（商工観光課）

ふ

ふ

ふ

　こども政策を総合的かつ一体的に推進するための「こど
も計画」を策定します。

こども計画を策定
新

新

新

……577 万円

　要件を満たす農業後継者や新
規就農者に補助金を交付し、次
世代の農業の担い手を確保する
とともに、経営の早期安定化を
支援します。

　新たに設立した「北きりしま
広域観光推進協議会」において、
圏域内の観光資源を最大限に活
用するための取り組みを推進し
ます。

  令和７年開催の全日本ホルスタ
イン共進会に向けて、市内酪農
家に高能力牛の導入経費、優良
乳用牛の輸送経費を補助します。

農業経営の世代交代対策 西諸３市町で連携した観光推進体制を確立

全日本ホルスタイン共進会に向けた酪農家支援

ふ ……2933 万円

……884 万円

新

  老朽化したのじりこぴあの遊具をリニューアルします。

のじりこぴあの無料遊具をリニューアル
……5180 万円

……136 万円

　保育所や認定こども園などの就学前教育・保育施設が実
施する、こどもの安全対策の拡充や保育環境の整備に係る
経費を補助します。

こどもを安心して育てることができる体制を整備
（こども課）……8711 万円

（福祉課・長寿介護課・こども課）

　複合化・複雑化する地域住民の課題に対応するため、こ
ども、障がい、高齢、生活困窮といった属性にかかわらず、
各分野における地域住民の課題を包括的に受け止め、関係
機関との連携により必要な支援が速やかに提供されるよう
体制を構築し、地域づくりも支援します。

属性や世代を問わない支援体制を整備
（重層的支援体制整備事業）

……1 億 8866 万円

産業・経済の活性化

Pick
Up!

Pick
Up!

　歩くことの習慣化に重点を置いた取り組みを更に推進す
るとともに、これまでの取り組みの効果を分析します。

市民が健幸で元気に暮らせるまちへ
（企画政策課）……2331 万円

※健幸とは、「健康」と「幸せ」の両方が備わり、生きがいを持っ
　て自分らしく毎日いきいきと暮らしている状態

歩いた分だけ健康とポイントが貯まる！

　体育館、健康づくり、子育て支援、防災の機能を複合的
に備えた健幸のまちづくり拠点施設の整備を行います（令
和７年度完成予定）。

総合運動公園内に複合型体育館を整備
（建設課）……10 億 5220 万円

ふ

　乳児全戸訪問、産後ケア事業、
出産支援金、不妊検査費用助成を
行います。

妊娠期から子育て期を支援
（こども課）……1426 万円

ふ

ふ

　子育て世代の負担を軽
減するため、小・中学校
の給食費半額補助を継続
するとともに、物価高騰
による学校給食食材費の
増額分を補助します。

給食費の半額補助などで子育て世代を支援
（スポーツ振興課）……8334 万円

　スポーツ大会・合宿の受入れなど、交流人口拡大のために、
すきむらんど内にアクティビティセンターを整備します。

すきむらんどにアクティビティセンターを整備
……1270 万円

（畜産課）



歳　入
310 億 5264 万円310 億 5264 万円

歳　出
310 億 5264 万円310 億 5264 万円
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予 算 総 額

511 　　8692億 万円
一般会計　
特別会計　　　
水道事業
下水道事業
農業集落排水事業
病院事業

310 億 5264 万円
135 億   282 万円
17 億 4538 万円

9 億 7040 万円
3 億 2829 万円

35 億 8739 万円

一般会計と特別会計、企業会計（水道事業、下
水道事業、農業集落排水事業及び病院事業）の
総額は５１１億８６９２万円となりました。

各特別会計

国民健康保険事業特別会計

物品購入特別会計

西諸地域介護認定審査事業特別会計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

60 億 1468 万円

150 万円

3422 万円

59 億 7127 万円

14 億 8115 万円

会計名 予算額

　令和６年度の一般会計予算（補正第１号を含む）は、前年度の予算と比較すると、７．３㌫増加しました。
主な理由は、市が管理する三松川の整備や物価高騰によるものですが、歳入においても、国・県からの補
助金だけでなく、ふるさと納税などの自主財源の確保を積極的に図ることとしています。今後も、真に必
要な投資と財政健全化の両立を図り、第２次小林市総合計画に掲げる将来都市像「みんなでてなむ笑顔あ
ふれるじょじょんよかとこ小林市」の実現を目指します。

310 万円億 5264一般会計予算

一般会計

市が国や金融機関などから長期的
に借り入れる資金（借金）

地方消費税交付金、ふるさと納税、分
担金、負担金、使用料、手数料ほか

その他（72 億 3350 万円）

市税（49 億 4537 万円）
市民税、固定資産税、たばこ税、
軽自動車税などの税金

市町村が行う特定の事業に対し、
国や県から交付されるお金

市町村の財政力などに応じて国か
ら交付されるお金

地方交付税（88 億 5496 万円）

生活保護、医療費助成、子育て支
援などの社会保障に関する経費

民生費（108 億 5972 万円）

市の借金を返済する経費、いわば
「ローンの返済金」

公債費（30 億 3933 万円）

施設の維持管理、財産の管理、政
策の企画運営などに関する経費

総務費（44 億 2596 万円）

農林業、畜産業の振
興などに関する経費

農林水産業費
（32 億  951 万円）

道路、橋、公園な
どの建設や維持補
修にかかる経費

土木費
（35 億 4760 万円）

小中学校、公民館、体育施設、図
書館などにかかる経費

教育費（20 億 364 万円）

消防、商工観光、議会、災害復旧な
どにかかる経費

その他（19 億 3908 万円）

健康増進、予防接
種、ごみ処理など
にかかる経費

衛生費
（20 億 2780 万円）

国・県支出金（75 億 4216 万円）

地方交付税（88 億 5496 万円）

その他（72 億 3350 万円）

市債（24 億 7665 万円）市債（24 億 7665 万円）

民生費（108 億 5972 万円）

総務費（44 億 2596 万円）

新 …新規事業 ふ …ふるさと納税寄付金活用事業
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持続可能な未来の創造

地域活性化と生活基盤の整備

　物価高騰の影響により落ち込んだ消費を喚起するため、
プレミアム付商品券を発行するとともに、中小企業等の資
金繰りを支援します。

プレミアム付商品券で地域経済を下支え
……1 億 1288 万円

　高性能林業機械及びスマート
林業のためのＩＣＴ機器の導入
経費補助や、再造林の実施を支
援します。

森林資源の循環利用を推進
……2000 万円（農業振興課） （商工観光課）

　地域防災力を向上させるた
め、各自主防災組織が自ら防災
訓練等を実施できる活動体制を
支援します。

地域防災対策を支援
……3750 万円（危機管理課）

ふ

　市民活動団体や事業者などが
行う市内外に元気と笑顔を発信
するための取り組みや商店街な
どが行う消費喚起のためのイベ
ントに要する経費を補助します。

市民に元気と笑顔を届ける取り組みを支援
……500 万円（地方創生課）

　消防団第７分団第５部（須木
奈佐木地区）の詰所の移転新築
を行います。

消防団活動の安全確保のため詰所を移転
……3450 万円（危機管理課）

　能登半島地震で被災した石川
県能登町の復旧・復興を支援す
るため、支援物資の輸送や職員
の派遣を行います。

　人口減少や少子化が進む中、
市内の小・中学校の今後の在り
方について、市民とともに委員
会を設置して検討します。

姉妹都市能登町の復旧・復興を支援

学校と地域の未来を考える

……970 万円（総務課、危機管理課）

新

　総合的かつ計画的な市政運営を図るため、令和８年度を
始期とする第３次小林市総合計画の策定に向けて、市民ア
ンケートなどの各種調査・分析を行います。

第３次小林市総合計画を策定
……713 万円（企画政策課）

　市道の拡幅やカーブの改良を行うことにより、円滑で安
全な交通環境を整備します。

円滑で安全な交通環境を整備
……2 億 1984 万円（建設課、須木・野尻地域振興課）

　国道 221 号線から防災拠点施設である市庁舎までの重
要なアクセス道路の改良工事を行うため、令和５年度に引
き続き整備区域内の建物の移転補償などを行います。

災害に備え市役所通線の拡幅などを図る
……2 億 4009 万円（建設課）

　市が管理する河川のうち、三
松川など浸水被害の可能性があ
る箇所を整備し、災害の発生予
防・拡大防止を図ります。

浸水被害の可能性がある河川を整備
……3 億 5598 万円（建設課）

Pick
Up!

Pick
Up!

……75 万円（学校教育課）

　東京大学先端科学技術研究セ
ンターとの協定による取り組み
や出会い創出事業などを行うこ
とで人口減少対策を講じます。

てなんど小林総合戦略を推進（人口減少対策）
……2174 万円（地方創生課）


